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K09a 「すざく」による大マゼラン星雲内超新星残骸N103Bの観測
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N103Bは大マゼラン星雲で４番目に明るい超新星残骸 (SNR)であり、その起源 (親星)は未だ決着がついていな
い。「あすか」によって強いFe輝線が発見されたことから Ia型 SNRの可能性が示唆されたが (Hughes et al. 1995)、
星生成領域近傍の高密度領域に存在すること、XMM-Newtonにより比較的多量のO-Ne-Mgが確認されたこと (van
der Heyden et al. 2002)などから、重力崩壊型の可能性も根強く残されている。
我々は、X線衛星「すざく」の初期観測 (2005年 8月)によって得られた N103Bのアーカイブデータを解析し、

そのスペクトルから希少元素であるCrのK殻輝線を有意に検出した。これは系外の SNRとしては初めての例であ
る。Fe-K輝線とのフラックス比はCr/Fe = 3–9%であり、系内の Ia型 SNR, Tycho (∼ 4%: Tamagawa et al. 2008)
と consistentである。したがってN103Bも Ia型 SNRである可能性が高い。また、中心エネルギーはE ∼ 5540 eV
と求まり、B(ホウ素)状程度まで電離が進んでいることが明らかになった。一方、Siおよび SはHe状からH状ま
で電離しており、Crや Feよりも有意に「低温・高電離」なプラズマを構成することがわかった。
本講演では、SNRの西側に存在するスーパーバブル (SB)の解析結果も合わせて報告する。厳密なバックグラウ

ンドの差し引きを行い、SB起源のスペクトルを正確に抽出した。その結果、Oや NeからのK殻輝線の分離に初
めて成功し、スペクトル全体が kT ∼ 0.2 keVの熱的プラズマでよく再現できることが明らかになった。


